
保健事項：栄養成分表示について 
 

岡山市保健所健康づくり課  



表示が必要な栄養成分 
・一般用加工食品と一般用の添加物は栄養成分表示が義務付けられています。 

・栄養成分表示が任意である生鮮食品や業務用の場合においても栄養成分表
示をする場合は基準に従う必要があります。  

 

 

 

〈事業者向け〉食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン第２版 
（平成30年5月消費者庁食品表示企画課）より 

※栄養表示しようとする場合は、食品表示基準第3条で規定のある栄養成分及び熱量を表示する必要があります。 

 

 



Q：一般加工食品です。「栄養成分表示」は
必要ですか？ 

A：必要です。義務化されました。 

ただし、栄養成分表示が省略できる、
要しない食品があります。 



 

〈一般用加工食品・一般用添加物〉 

（１）栄養成分表示を省略できる食品 

①容器包装の表示可能面積がおおむね３０㎠以下であるもの 

②酒類 

③栄養の供給源としての寄与の程度が小さいもの（※） 

 （※）次のア、イのいずれかを満たすもの 

 ア 熱量・たんぱく質・脂質・炭水化物・ナトリウムの全てについて、０と表示
することができる基準を満たしている場合 

 イ １日に摂取する当該食品由来の栄養成分（たんぱく質・脂質・炭水化物・ナ
トリウム）の量及び熱量が、社会通念上微量である場合（例：水、香辛料） 

④極めて短い期間で原材料（その配合割合を含む。）が変更されるもの 

 ア 日替わり弁当等レシピが３日以内に変更される場合（サイクルメニューを除
く。） 

 イ 複数の部位を混合しているため都度原材料が変わる者（例：合挽肉、焼き肉
セット、切り落とし肉等の切り身を使用した食肉加工品、白持つ等のうち複
数の種類・部位を混合しているため都度原材料が変わるもの） 

⑤消費税法第9条第1項において消費税を納める義務が免除される事業者が販売す
るもの（このほか、当分の間、「中小企業基本法第2条第5項に規定する小規模
企業者が販売するもの」も認められる。） 

（２）栄養成分表示を要しない食品 

①食品を製造し、又は加工した場所で販売する場合 

②不特定又は多数の者に対して譲渡（販売を除く。）する場合 

  



０（ゼロ）と表示できる量 

「栄養成分表示ガイドブック」（東京都）より 

※２ 食塩相当量の単位は「ｇ」です。 



食品表示基準Q&A（平成27年3月（最終改正 令和元年５月7日消食表第201号））より 



小規模の事業者における栄養成分表示の省略 
ここでいう小規模事業者とは・・・ 
・消費税法において消費税を納める義務が免除される事業者 
・中小企業基本法に規定する小規模企業者 



「栄養表示をしようとする」（食品表示基準に基づく

栄養成分表示が必要となる）場合の表示の例 

 栄養素及び熱量そのものを表示する場合 

 総称（ミネラル、ビタミンなど） 

 種類である栄養成分（脂質における不飽和脂肪酸、炭水化物におけ
る食物繊維など） 

 別名称（プロテイン、ファットなど） 

 構成成分（たんぱく質におけるアミノ酸など） 

 前駆体（β-カロテンなど） 

 その他これらを示唆する一切の表現（果実繊維、カルシウムイオン
など）が含まれた表示 

 栄養成分が添加されたものでなく、天然に含まれる栄養成分につい
て表示した場合 

 原材料に対し栄養成分表示を行う場合 

 （例えば、青汁飲料におけるケールに含まれる栄養成分について表示
した場合） 

 



栄養表示に該当しないもの 

 原材料名又は添加物として栄養成分名のみの表示 

 食品表示法及びその下位法令以外の法令により義務付けられた
栄養成分名の表示 

 「うす塩味」、「甘さひかえめ」など味覚に関する表示 

（ただし、「あま塩」、「うす塩」、「あさ塩」などの表示は、
栄養成分表示として適用対象となります。 ） 

 「ミネラルウォーター」のように広く浸透した一般的な品名で
あって、一般消費者に対し栄養成分が添加された又は強化され
たという期待感を与えない表示 

 店頭で表示されるポップやポスターなど、食品の容器包装以外
のものに栄養表示する場合 

 



Q：消費税法において消費税を納める義務が免除
される事業者が販売します。 
この食品の栄養成分表示は省略できますか？ 

（商品ア） （商品イ） 

食物繊維 



A：両方とも、栄養成分表示が必要です。 
なお、食物繊維を表示する場合は、食物繊維だけでなく、
糖質も表示します。 

食物繊維 

栄養成分表示 

（100ｇ当たり） 

エネルギー ○ kcal 

たんぱく質 ○ g 

脂質 ○ g 

炭水化物 ○ g 

－糖質 ○ g 

－食物繊維 ○ g 

食塩相当量 ○ g 

栄養成分表示 

（100ｇ当たり） 

エネルギー ○ kcal 

たんぱく質 ○ g 

脂質 ○ g 

炭水化物 ○ g 

食塩相当量 ○.○ g 

カルシウム ○ mg 

（表示例） （表示例） 

この表示値は、目安です。 

この表示値は、目安です。 



表示方法 

 容器包装を開かないでも容易に見ることができるよう
に、容器包装の見やすい箇所に表示します。 

 熱量・たんぱく質・脂質・炭水化物・ナトリウム（食
塩相当量で表示）のみを表示する場合は、食品表示基
準「別記様式２」を用いて表示します。 

 栄養成分及び熱量は、別表第９に定められた単位（食
塩相当量はグラム）を明記して、一定の値又は上限値
及び下限値を表示します。 

 上記以外の栄養成分もこれと併せて表示する場合は、
「別記様式３」を用いて表示します。 



表示例①：基本５項目のみ表示する場合（別記様式２） 

必ず「栄養成分表示」と表示します。 
100g、100ml、1食分、１包装そ
の他1単位当たりの量を表示します。 
食品単位が1食分である場合にあっ
ては1食分の量を併記します。 

表示単位と最小表示の位は、それぞ
れ決まっています。 

ナトリウムは食塩相当量（※）で表
示します。 

基本の５項目は必ずこの順番で！！ 

※ナトリウムから食塩相当量への換算式： 

食塩相当量（ｇ）＝ナトリウム（ｍｇ）×２．５４÷１０００ 



表示単位 

※2 食塩相当量の単位は「ｇ」です。 

「栄養成分表示ガイドブック」（東京都）より 



食品表示基準について（最終改正 平成30年1月19日消食表第20号）より 



最小表示の位（数値の丸め方）  

位を下げることを妨げるものではありま
せん。その場合は、その下の位を四捨五
入して表示します。 

最小表示の位に満たない場合であって、
０（ゼロ）と表示することが出来る量以
上であるときは、有効数字1桁以上としま
す。 



最小表示の位 「栄養成分表示ガイドブック」（東京都）より 



１００ｇあたりのナトリウムが６ｍｇである飴に
ついて、１コ（1.6ｇ）あたりの食塩相当量を計
算すると・・・ 

飴１コあたりのナトリウム量（ｍｇ） 
＝６×1.6÷100 
＝0.096（ｍｇ） 

 
飴１コあたりの食塩相当量（ｇ） 

＝0.096×2.54÷1000 
＝0.00024384 
≒0.0002（ｇ） 

「最小表示の位に満たない場合であって、０（ゼロ）と
表示することが出来る量以上であるときは、有効数字1桁
以上とします」の具体例 



表示例②：基本５項目以外の成分（食事摂取基準に規定さ
れるもの）も表示する場合（別記様式３） 

包含関係にある成分は、何
の内訳成分であるかわかる
ように。 

 

ビタミン類、ミネラル類
（ナトリウムを除く）は、
食塩相当量に続けて枠内に。 

※－（ハイフン）は省略可能です。 



表示例③：定められた様式による表示が困難な場合 

横に並べて表示 

 

 

 

 

分割した様式で表示 



Q：どのような場合に、成分分析は必ず必要
ですか？ 

A：栄養強調表示、栄養機能食品、機能性
表示食品等は、食品表示基準 別表九
「測定及び算出の方法」に定められた方
法により得られた値の表示が必要です。 

 

 



Q：分析機関に指定はありますか。 

A：分析機関に指定はありませんが、次のような条
件を満たす分析機関を選びましょう。 

 ・妥当な分析方法を採用。 

 ・適切に管理された標準品、試薬、機器、器具を
使用。 

 ・適切なトレーニングを受け、スキルのある分析
者が試験を実施。 

 ・内部、外部で制度管理がなされ、定期的な監査
で評価されている。 

 以上について、国際的な規格として 

 ISO/IEC 17025（JIS Q17025）試験所認定があるので、その
認定を受けている試験機関や、健康増進法に基づく登録試験機関な
どは、条件を満たすと考えられます。 



Q：分析値を用いる場合の注意点は？ 

A：自然要因や人口要因によって製品原料にばら
つきが出ることなどを踏まえ、適切なロット
数の製品（場合によっては代表サンプル）を
選択します。 

分析結果は、あくまで分析した製品だけの結
果なので、同じような食材だからといって、
成分値がどの製品にもあてはまるわけではあ
りません。 

1回の分析や過去の分析値を用いる場合では、
成分値の変動を適切に把握できない場合があ
るので、表示方法に注意しましょう。 

（⇒「Ｑ：表示値と分析値が一致しないかもしれません。」） 



（依頼した分析機関からの報告書の例） 



栄養成分表示 

（100ｇ当たり） 

エネルギー 121 kcal 

たんぱく質 0.3 g 

脂質 0.1 g 

炭水化物 29.0 g 

食塩相当量 0.01 g 

【 注意！】 
分析結果の「食塩相当量」は、「ナトリウム」から換算されて
います。 
しかし、表記の仕方が食品表示基準と異なることがあります。 

食塩相当量（ｇ） 
＝５（ｍｇ）×2.54÷1000 
＝0.0127 
≒0.01 

分析結果から栄養成分表示を完成させます。 



https://fooddb.mext.go.jp/ （データベースの例） 



Ｑ：計算した結果を表示する場合、どのよ
うな手順で計算しますか。 

Ａ：①すべての原材料（食材や調味料など）
を書き出す。 

②原材料全てについて配合重量を決める。 

③出来上がり量を計算する。 

④食品表示をする食品単位（1食当たり
とか100ｇ当たりなど）を決める。 

⑤栄養成分値の計算を行う。 



Ｑ：配合重量を決めるときは、どのような
点に注意しますか。 

Ａ：・栄養成分値は、すべて重量（ｇ）で計算
する必要があります。 

・調味料なども「少々」や「適量」ではな
く、重量で明記します。容量（ml）で計
量した場合も、重量（ｇ）で表記します。 

・栄養成分値の計算は、実際に口に入る量
で計算します。配合重量は、野菜の皮む
き等の下処理をする前の重量なのか、後
の重量なのかを明確にします。 



クッキーのように、1回の作業でたくさん製品
をつくる場合の計算をしてみましょう。 

1回の作業で平均60枚のクッキーをつくる。 

1袋10枚入りで販売 

今回は1袋当たりの表示をつくります。 



クッキー（材料を混ぜてつくる）の場合 
食品名 

（食品番号※） 
重量 エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 ナトリウム 食塩相当量 

小麦粉 
（01015） 

200ｇ 734 16.6 3.0 151.6 0 

無塩バター 
（14018） 

150ｇ 1145 0.8 124.5 0.3 17 

砂糖 
（03003） 

50ｇ 192 0 0 49.6 1 

くるみ 
（05014） 

70ｇ 472 10.2 48.2 8.2 3 

塩 
（17012） 

1ｇ 0 0 0 0 390 

クルミクッキー（60枚分） 2543 27.6 175.7 209.7 411 1.04 

1袋当たり 423 4.6 29.3 35.0 69 0.2 

※食品番号：日本食品標準成分表2015年版（七訂）収載食品につけられた分類番号 



栄養成分表示を完成させます。 

栄養成分表示 

（１袋当たり） 

エネルギー 423 kcal 

たんぱく質 4.6 g 

脂質 29.3 g 

炭水化物 35.0 g 

食塩相当量 0.2 g 

この表示値は目安です。 

【主な確認事項】 

□ タイトルが「栄養成分表示」と
なっているか 

□ 食品の単位は適切か 

□ 表示する項目と順番は適切か 

□ 各栄養成分の表示単位は適切か 

□ 最小表示単位は適切か 

 

 



一定の値による表示における 

許容差の範囲について 

表示した一定の値を基準とし、食品表示基準別表
第９第３欄に掲げる方法で得られた値が、同表の
第４欄に掲げる許容差の範囲内にある必要があり
ます。 

（中略）含有量の表示に際しては、必ず分析を行
わなければならないものではなく、結果として表
示された含有量が許容差の範囲内であれば食品表
示基準違反にはなりません。 

〈事業者向け〉食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン第２版 
（平成30年5月消費者庁食品表示企画課）より 

許容差（％）＝分析値÷表示値×１００－１００ 



〈事業者向け〉食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン第２版 
（平成30年5月消費者庁食品表示企画課）より 

・・・ 



Q：表示値と分析値が一致しないかもしれま
せん。 

A：表示値が、定められた分析方法によって得られた値と
一致しない可能性を示す、下記①②いずれかを含む文
言を、栄養成分表示の近接した場所に表示します。 

①「推定値」 

②「この表示値は、目安です。」 

行政機関等の求めに応じて表
示値の設定根拠を説明できる
資料を、表示が行われる全期
間にわたって保管しておく必
要があります。 



違いがわかりますか？ 

栄養成分表示 

（100ｇ当たり） 

エネルギー 121 kcal 

たんぱく質 0.3 g 

脂質 0.1 g 

炭水化物 29.0 g 

食塩相当量 0.01 g 

栄養成分表示 

（100ｇ当たり） 

エネルギー 121 kcal 

たんぱく質 0.3 g 

脂質 0.1 g 

炭水化物 29.0 g 

食塩相当量 0.01 g 

日本食品標準成分表2015年版（七訂）の計算による 日本食品標準成分表2015年版（七訂）の計算による推定値 



食品表示基準について（最終改正 令和元年5月7日消食表第198号）より 



Ｑ：これらの食品の栄養成分表示について、表示
方法に違いがあるでしょうか。 

（商品ア） （商品イ） 

食物繊維 
食物繊維たっぷり 



A：商品イは栄養強調表示「栄養成分の補給ができる
旨」に該当します。 
栄養強調表示は、定められた基準を満たした上で、
食品表示基準 別表九「測定及び算出の方法」に定
められた方法により得られた値の表示が必要です。 

栄養成分表示 

（100ｇ当たり） 

エネルギー ○ kcal 

たんぱく質 ○ g 

脂質 ○ g 

炭水化物 ○ g 

－糖質 ○ g 

－食物繊維 ○ g 

食塩相当量 ○ g 

この表示値は、目安です。 

食物繊維たっぷり 

データベースを用いた 
計算値等は使用できません 

「○○たっぷり」と表示した
場合、強調した栄養成分の
「高い旨」の基準を満たして
いなくてはなりません。 

※栄養強調表示の一例です 



栄養強調表示の分類 

「栄養成分表示ガイドブック」（東京都）より 



〈事業者向け〉食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン第２版 
（平成30年5月消費者庁食品表示企画課）より 

・・・ 



〈事業者向け〉食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン第２版 
（平成30年5月消費者庁食品表示企画課）より 



参考資料： 
 食品表示基準 

 食品表示基準について 

 食品表示基準Q&A 

 〈事業者向け〉食品表示法に基づく栄養成分表示のため
のガイドライン第２版 

 一般用加工食品を製造、加工、輸入、販売される食品関
連事業者の皆様「正しく理解していますか？小規模の事
業者における栄養成分表示の省略」 

http://www.caa.go.jp/foods/index18.html 

 「栄養成分表示ハンドブック」（東京都） 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/hyouji/ 

 「栄養成分表示作成ガイドブック～消費者の健康と安心・安
全な食品選びのために～第２版」（静岡県健康福祉部生活衛
生局衛生課、公益社団法人静岡県栄養士会） 

http://www.shokuhin-shizuoka.jp/nutrition/html 


